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調査研究・研修のテーマ 六ケ所再処理工場からの放射能放出に関する調査研究

２．調査研究・研修結果の概要

・ 本研究は、六ヶ所再処理工場の日常運転によって放出される放射能が、工場の周辺環境にどの

ような影響を与えるのか、その実態を把握することにある。今年度は工場のアクティブ試験前の

データ採取を目的とし、海水中のトリチウム、米、松葉の炭素14を中心に試料測定を行った。
・ 測定結果は、アクティブ試験開始前のデータであるので、バックグラウンドに対して有意な値

を示すものはない。

・ この測定によって、アクティブ試験試験開始前のトリチウム、炭素14についての基礎データを
得た。今後の測定データと合わせて検討する予定である。

３．調査研究・研修の経過
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松葉、海岸の砂採取（六ヶ所村）

測定試料について検討

青森県大間町・東通村・六ケ所村・三沢市・八戸市、岩手県宮古市で海水採取

六ヶ所再処理工場前で松葉（β線用）の試料採取

尾ぶち沼で海水採取

六ヶ所再処理工場周辺で放射能測定活動

2005年産米試料採取（六ヶ所村、三里塚）
松葉、海岸の砂採取（六ヶ所村）

2006年産米の試料採取の打ち合わせ、試料収集（2006年産米）
炭素14（米）の放射能測定依頼
炭素14測定結果受領、結果の検討
トリチウム（水）の測定依頼

トリチウムの測定結果受領、結果の検討
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４．調査研究・研修の成果

・ 六ヶ所再処理工場のアクティブ試験試験開始前の環境試料について、放射能測定を行った。

これらのデータは、試験開始後の放射能放出の影響と比較検討するための基礎データとなる。

（測程結果の詳細は別添報告書参照）

【トリチウムの測定】

・ 海水でトリチウムの放射能測定を、「日本分析センター」（液体シンチレーション計測法）に依

頼して実施した。測定地点は、尾駮沼、六ヶ所村（港）、三沢、東通、大間（以上青森県）、

宮古（岩手県）の６地点である。

・青森県と岩手県で採取した海水・湖水のトリチウム濃度（ミリベクレル/Ｌ）

採取地点 採取月日 放射能濃度

1 青森、尾駮沼 2006. 4. 1 370±150 
2 青森、六ヶ所 2006. 3.18            190±140 
3 青森、三沢 2006. 3.18 240±140 
4 岩手、宮古 2006. 3.31 50±140 
5 青森、東通 2006. 3.19 250±140 
6 青森、大間 2006. 3.19 160±140 

 
測定結果を検討すると、尾駮沼で採取された試料を除いて試料の計測値とバックグラウンドと有

意な差がある測定値はない。いい直すと、放射能が検出されているとはいい難い。しかし、工場運転

開始前の海水中トリチウム濃度が1ベクレル/Ｌ以下と低いことが確認できた。これを基礎にして先の
ことを考えればよい。

【炭素14の測定】
・ 米と松葉の炭素14について、民間の測定機関（加速器質量分析法）に依頼し放射能測定を実施
した。測定試料採取地点は、六ヶ所村（青森県）、三里塚（千葉県）稲島（新潟県）である。

六ヶ所以外は、対象試料として測定した。

・青森県と千葉県で採取した米・松葉の炭素-14の放射能

採取地点 試料(採取時) pMC値(％) *

1 青森、六ヶ所 米 (2005. 10) 105.91±0.22 
2 千葉、三里塚 米 (2005. 10) 104.52±0.22 
3 青森、六ヶ所 松葉(2006. 3) 105.87±0.22 
4 千葉、三里塚 米 (2006. 10) 104.40±0.225 
5 青森、稲島 米 (2005) 106.10±0.221 
6 青森、稲島 米 (2006) 105.93±0.225 

 
測定結果は、1950年の大気中の炭素-14の比率を 100 %として試料の炭素-14の比率を％単位で表
し、計算に用いた標準試料の炭素-14の比率は、AD1950年からの炭素-14の崩壊による減少分を補正
した値を用いている。
14C年代の誤差（1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差などに基づいて算出されている。

20世紀以降は、地球上の炭素-14の存在量に人間活動による影響が表われている。影響が大きかった
のは大気圏内核兵器実験で、1960年代前半には本来の値の２倍になった。現在でもその影響が 5％程度
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残っている(表 3の測定値か高いのはその表れである)。
また、炭素-14を含まない化石燃料の燃焼によって炭素-14の割合が減少することが知られている。そ
の影響のない場所（市街地から離れた山林など）で試料を採取し、測定結果の変化を議論する必要があ

る。 表 3を見ると、三里塚の米と他の試料では差があるようにみえる。これは、化石燃料の影響と考
えられる。

５．対外的な発表実績

・測定結果の公表は今回始めて行う。今後測程活動を継続し、それらの結果と合わせて総合的に評

価を行ったうえで、広く公開する予定である。

６．今後の展望

・ 今後も測定を継続的に実施し、その測定結果を評価・検討し、放射能影響の実態を公表するこ

とは、再処理工場や放射能の危険性を具体的に市民の前に提示し、工場計画是非の議論に貴重

な論点を提案することになる。

・ そのためにも汚染調査研究の継続が求められる。工場の本格稼働（2008年）以降も最低数年間
の実施を計画したい。トリチウムについては、多くの試料について測定するように考えている。特

別仕様の測定装置ではなく、ふつうの測定装置を用いる予定である。炭素-14については、同じよう
な測定を続けていきたいと考えている。海水中のセシウム-137などの測定も試みたいが、その内容
について考慮中である。


